
Unit 6 分詞の正体 

現在分詞や過去分詞は、どちらも「分詞」です。分詞とは「分かれた詞（コトバ）」ということですが、
何から分かれた詞でしょうか。「BE ＋現在分詞（DOING）」で現在（過去）進行形、「BE ＋過去分
詞（DONE）」で現在の（過去の）受け身形になります。分詞は、このBE + DOING /DONE のBE か
ら分かれた詞と考えるとよいでしょう。DOING が現在分詞、DONE が過去分詞と呼ばれます。 

現在分詞 ――「～している」現在志向 
分詞 

過去分詞 ――「～された」過去志向 

現在分詞のDOING は未完結な連続的な動作、あるいはある状態にあることを示します。例えばthe 
woman dancing in the rain では、「雨の中で踊っている（女性）」という連続的な状態が示されます。
The woman is dancing in the park. だと、is があるおかげで、現在のことが示され、「女性が今公園で踊
っている」という意味合いになりますが、the woman dancing in the rain のdancing in the rain は時間的
にいつのことかは示されておらず、実際、現在、過去、未来のいずれの状況にでも用いることができます。 

現在： Look at the woman dancing in the rain. 
（雨の中で踊っている女性を見なさい） 
過去： I met a woman dancing in the rain. 
（雨の中で踊っている女性に会った） 
未来： Look for a woman dancing in the rain.  
（雨の中で踊っている女性を探しなさい） 

この場合の dancing in the rain は the woman を後ろから修飾する（後置修飾）形になっております。
そこで[the woman dancing in the rain]がひとつの名詞句となります。 

以下のようにdoingの部分は自由に変えることができます。 

the woman dancing in the rain （雨の中で踊っている女性） 
singing in the rain （雨の中で歌っている女性） 
running in the rain （雨の中を走っている女性） 
making a speech （スピーチをしている女性） 

そこで、the woman dancing in the rain をshe/her といった代名詞で表現することができます。Look at 
the woman dancing in the rain. She is a good friend of mine. のように、です。 




